
当協会の平成2 3年度東京都に対する予算要望は、平成2 2年7

月2 8日に東京都医師会との検討会を行い、東京都医師会の要望

書に反映されて、8月末、東京都医師会の理事会を経て、東京

都に提出されました。詳細は、9月号広報紙をご参照ください。

当協会設立以来、初の東京都医師会との懇談会が9月1 6日に

開催され、河北会長をはじめ1 5名の役員が出席しました。これ

からの両団体の連携について有意義な意見交換が行われ、新た

に発足した東京都、東京都医師会、当協会の三者代表による

「民間医療機関連携推進協議会」に対する期待の大きさがうか

がわれる会となりました。

東京都医師会病院委員会より、一般病床2 0 0床以下の会員病

院を対象に「一般病床における在宅及び施設入所者の入院養成

及び退院時の受け入れに関する調査」への協力依頼がありまし

た。該当する会員病院各位にはご協力をよろしくお願いいたし

ます。

ほかに、東京都医師会対外広報誌「元気がいいね」の会員病

院への配布のお願いがありました。届きましたら待合室等での

配布にご協力をお願いいたします。

第6回東京都病院学会運営委員会より、早めの学会参加申し

込み、演題登録の申し込みについて、ご協力のお願いがありま

した。
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昨
年
は
六
十
演
題
、

二
十
三
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
応
募

東
京
都
病
院
学
会
の
主
役
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
会
員
病
院
職
員
一
人
一
人
で
す
。
具

体
的
に
は
、
多
勢
の
職
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
数
多
く
の
演
題
や
ポ
ス
タ
ー
発
表
を

行
っ
て
、
自
由
闊
達
に
話
し
合
い
、
会
員
同

士
の
交
流
を
計
る
こ
と
で
す
。
理
事
長
、
院

長
を
始
め
、
病
院
管
理
者
の
積
極
的
な
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
度
の
学
会
で
は
、
六
十
演
題
、
二
十

三
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
あ
っ
て
、
学
会
の
参
加

者
も
五
百
名
以
上
で
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で

の
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

演
題
応
募
は
、
看
護
部
門
が
最
も
多
く
二

十
七
演
題
で
、
次
に
、
地
域
連
携
部
門
（
東

京
ル
ー
ル
含
む
）
が
九
演
題
、
病
院
管
理
部

門
が
八
演
題
、
そ
の
他
医
師
部
門
、
事
務
部

門
、
薬
剤
・
画
像
診
断
・
放
射
線
・
臨
床
工

学
部
門
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
等
、

各
四
演
題
づ
つ
で
、
総
計
六
十
演
題
が
あ
り

ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
は
、
初
め
て
の
試
み
で
し

た
が
、
二
十
三
の
演
題
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
発
表
も
、
現
在
ど
の
病
院
も
抱

え
て
い
る
近
々
の
話
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

そ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
有
意
義
な
発
表
の

連
続
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
口
演
六
十
演
題
お
よ
び

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
募
集

十
月
二
十
九
日
（
金
）
締
切
り
！

本
年
度
の
学
会
も
、
昨
年
度
の
学
会
に
増

し
て
、
会
員
病
院
各
位
の
積
極
的
な
応
募
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、
す
で
に
配

布
さ
れ
て
お
り
、
ご
案
内
の
通
り
で
応
募
要

項
に
従
っ
て
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日

（
金
）
ま
で
、
当
協
会
事
務
局
ま
で
お
申
込

下
さ
い
。

本
年
度
も
昨
年
同
様
に
、
一
般
演
題
の
応

募
は
、
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
、
開
催
時
間
の
制

約
な
ど
か
ら
、
六
十
演
題
の
応
募
と
し
ま
し

た
が
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
、
大
幅
に
ス
ペ
ー

ス
を
拡
大
し
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

今
回
新
し
く
追
加
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
「
院
内
暴
力
」
「
病
院
に
お
け
る
環
境
へ

の
取
り
組
み
」
が
あ
り
ま
す
。

ま　
だ　
発　
表　
内　
容　
が　
未　
整　
理　
の　
状　
態　
で　
も　
、　
抄　

録　
原　
稿　
の　
提　
出　
期　
限　
は　
十　
二　
月　
十　
七　
日　
（　
金　
）　

ま　
で　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
の　
で　
、　
と　
り　
あ　
え　
ず　

「　
演　
題　
名　
」　
と　
「　
演　
題　
カ　
テ　
ゴ　
リ　
ー　
」　
だ　
け　
で　
も　
、　

締　
切　
り　
期　
限　
ま　
で　
に　
ご　
連　
絡　
く　
だ　
さ　
い　
。　

本
学
会
の
主
題
の
意
図
と
は
？

「
医
療
現
場
は
護
ら
れ
て
い
る
か

┃
働
き
や
す
い
職
場
を
創
る
た
め
に
┃
」

今
回
の
学
会
主
題
を
一
読
さ
れ
て
、
皆
さ

ん
は
ど
う
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

恐
ら
く
多
数
の
方
が
我
が
国
の
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
、
と
り
わ
け
医
療
経
済
環
境
の

向
上
を
国
あ
る
い
は
東
京
都
に
要
望
す
る
内

容
の
学
会
（
集
会
）
と
受
け
止
め
て
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

主
催
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
他
に
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
学
会
長
中
西
泉
（
町
田
慶
泉

病
院
理
事
長
）
の
開
催
挨
拶
文
を
お
読
み
下

さ
い
。

私
た
ち
の
医
療
環
境
は
確
か
に
医
療
崩

壊
、
厳
密
に
は
医
療
機
能
不
全
と
い
う
現
実

と
し
て
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨

今
の
世
界
規
模
で
起
こ
っ
て
い
る
経
済
変
動

の
中
で
、
外
圧
（
国
や
行
政
、
国
民
）
に
期

待
し
て
い
れ
ば
自
分
た
ち
の
環
境
は
良
く
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
点
を
今
回
は
問
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
医
療
・
病
院
関
係
者
は
、
こ
う
し

た
状
況
の
中
で
も
決
し
て
手
を
こ
ま
ね
い
て

来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
医
療
技
術
の
向
上
」「
医
療
連
携
の
推

進
」「
医
療
安
全
と
質
の
向
上
」「
院
内
感
染
」

「
情
報
の
開
示
」「
個
人
情
報
の
保
護
」
「
電

子
カ
ル
テ
、
レ
セ
プ
ト
等
の
Ｉ
Ｔ
化
」
そ
の

他
と
し
て
は
病
院
老
朽
化
に
伴
う
耐
震
化
、

増
改
築
等
々
、
病
院
は
多
大
な
コ
ス
ト
と
マ

ン
パ
ワ
ー
を
投
入
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
努
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
悪

化
し
、
病
院
は
疲
弊
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
恐
れ
る
の
は
す
ぐ
れ
た
人
材
が

病
院
を
見
限
る
こ
と
で
す
。
医
療
は
人
材
が

最
も
重
要
で
す
。
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
ヘ

ト
ヘ
ト
に
疲
れ
て
患
者
さ
ん
か
ら
も
同
情
さ

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
仲
間
を

護
り
、
育
成
し
て
い
る
日
常
の
ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
互
い
に
学
び
と
る
場
と
な
る
学
会
と
な

る
こ
と
を
今
回
は
意
図
し
て
い
ま
す
。
病
院

の
医
療
を
構
成
す
る
各
職
場
か
ら
の
建
設
的

な
報
告
、
意
見
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

理事会報告（9月）

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日
（
金
）
締
切
り

第
六
回
東
京
都
病
院
学
会

演
題
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
募
集

第
六
回
東
京
都
病
院
学
会

演
題
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
募
集
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「
急
性
期
病
院
に
お
け
る
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
役
割
に
関
す
る
考
察
」
の
発
表
を
通
し
て

当
院
は
、
十
二
年
前
よ
り
症
例
検
討
を
開

始
し
、
年
度
末
に
看
護
部
症
例
発
表
会
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
演

題
は
、
院
内
学
術
集
会
で
も
発
表
し
、
そ
の

後
、
東
京
都
病
院
学
会
、
東
京
都
療
養
型
病

院
研
究
会
、
全
日
本
病
院
学
会
、
日
本
慢
性

期
医
療
学
会
、
東
京
精
神
科
病
院
学
会
な
ど

院
外
の
発
表
の
場
で
報
告
し
て
い
る
。
院
外

で
の
発
表
は
、
実
践
の
客
観
的
な
評
価
が
得

ら
れ
、
ま
た
発
表
者
の
自
信
や
向
上
心
に
つ

な
が
る
。
ま
た
学
会
に
参
加
し
、
他
病
院
の

発
表
を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
研
究

や
業
務
改
善
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
看
護
・
介

護
の
質
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

看
護
師
は
、
教
育
課
程
で
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
と
し
て
自
己
の
看
護
の
振
り
返
り
を
学
習

す
る
が
、
介
護
職
は
同
様
の
学
び
の
機
会
が

な
い
。
そ
の
た
め
、
実
践
を
ど
の
よ
う
な
形

で
検
証
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
開
始
当
初
は

混
乱
が
生
じ
て
い
た
。
症
例
委
員
や
病
棟
管

理
者
が
指
導
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
問
題
解

決
の
方
法
と
し
て
、「
症
例
の
進
め
方
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
」
の
作
成
を
試
み
た
。
症
例
の
テ

ー
マ
を
選
択
す
る
際
に
は
､
看
護
・
介
護
上

の
問
題
を
抽
出
し
、
そ
の
中
で
優
先
順
位
を

つ
け
る
。

こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
徐
々
に
看
護
・
介
護
職
員
は
症
例

を
作
成
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、

毎
年
研
究
・
症
例
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
問

題
意
識
を
も
ち
協
働
し
て
業
務
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
。
当
初
は
考
察
が
主
観
的
評
価
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
資
料
の

選
択
や
活
用
す
る
方
法
を
、
症
例
委
員
会
が

中
心
に
な
り
学
ぶ
こ
と
で
客
観
的
評
価
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
病
棟
が
昨
年
度
、　
東
京
都
病
院
学
会
で

発
表
し
た
「
氷
枕
の
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
」

の
プ
ロ
セ
ス
を
一
例
に
挙
げ
て
み
る
。　
病
棟

の
ス
タ
ッ
フ
が
、　
発
熱
時
に
氷
枕
を
使
用
す

る
習
慣
を
疑
問
と
感
じ
た
事
が
研
究
を
行
う

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。　
最
初
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
、　
文
献
や
院
内

の
外
国
人
職
員
か
ら
情
報
収
集
も
同
時
に
行

い
、　
外
国
で
は
ほ
と
ん
ど
氷
枕
を
使
用
し
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。　
当
院
は
、　
外
国
人
看
護

師
候
補
生
や
外
国
人
職
員
が
多
い
事
か
ら
調

査
対
象
に
外
国
人
職
員
、　
医
師
、　
看
護
師
、　
介

護
職
員
、　
家
族
、　
そ
れ
ぞ
れ
に
意
識
調
査
を
実

施
し
た
。　
そ
の
結
果
、　
氷
枕
の
効
果
と
し
て
、　

医
師
・
看
護
師
は
頭
部
を
冷
や
す
こ
と
で
気

持
ち
よ
さ
を
与
え
て
い
る
と
考
え
、　
家
族
は

気
持
ち
よ
さ
と
、　
頻
回
に
訪
室
し
て
も
ら
え

る
安
心
感
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。　
こ
の
研
究
結
果
を
勉
強
会

で
職
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、　

ク
ー
リ
ン
グ
方
法
を
目
的
別
に
使
い
分
け
る

こ
と
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

看
護
部
で
は
、
病
棟
目
標
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）
に
、

看
護
研
究
や
事
例
検
討
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
を
明
確
化
し
て
お
り
、
二
年
前
か
ら
看
護

学
校
教
員
を
招
き
症
例
発
表
会
で
の
講
評
を

依
頼
し
、
今
年
度
か
ら
は
個
別
指
導
体
制
も

整
え
た
。

加
え
て
、
積
極
的
な
院
外
発
表
を
通
し
て
、

部
外
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
や
情
報
収
集
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

南
町
田
病
院
　
地
域
医
療
連
携
　
医
療
相
談
室
　
加
藤
　
淳
氏

積
極
的
な
院
外
発
表
を
通
し
て

介
護
・
看
護
業
務
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す

永
生
病
院
　
医
療
療
養
病
棟
師
長
　
桑
野
　
妙
子
氏

当
院
は
、
二
〇
〇
四
年
十
月
に
設
立
さ
れ

た
百
八
十
床
の
急
性
期
の
医
療
機
関
で
す
。

私
は
、
現
在
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
去
る
平
成
二
十

二
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
五
回
東
京
都
病

院
学
会
に
お
い
て
は
、「
急
性
期
病
院
に
お

け
る
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
に

関
す
る
考
察
」
を
テ
ー
マ
と
し
発
表
い
た
し

ま
し
た
。

内
容
は
、
当
院
の
地
域
医
療
連
携
及
び
医

療
相
談
室
の
組
織
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
一

年
以
上
経
つ
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
振
り
返
る
こ
と
と
同
時
に
、
今

後
の
活
動
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

中
で
も
取
り
組
み
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
①
早
期
介
入
、
②
情
報
共
有
、
③
他

機
関
と
の
連
携
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
①
院
内
に
お
け
る
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
よ
り
明
確
化
さ
れ

た
こ
と
、
②
患
者
・
家
族
、
他
職
種
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
及
び
、
他
の
医

療
機
関
・
施
設
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

当
院
は
、
三
名
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
二
名
の
地
域
連
携
担
当
者
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
発
表
に
際
し
、
事
例
内
容
を
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
業
務
内
容
を
改
め
て
総
括
し
振
り

返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ　
の　
学　
会　
に　
は　
、　
医　
療　
機　
関　
に　
従　
事　
す　
る　

様　
々　
な　
職　
種　
の　
方　
々　
が　
参　
加　
し　
て　
お　
り　
、　
通　

常　
行　
っ　
て　
い　
る　
医　
療　
ソ　
ー　
シ　
ャ　
ル　
ワ　
ー　
カ　
ー　

や　
地　
域　
連　
携　
関　
係　
の　
ス　
タ　
ッ　
フ　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　

医　
師　
や　
看　
護　
師　
な　
ど　
様　
々　
な　
職　
種　
の　
方　
々　
の　

前　
で　
発　
表　
さ　
せ　
て　
頂　
い　
た　
こ　
と　
、　
ま　
た　
会　
場　

の　
参　
加　
者　
か　
ら　
質　
疑　
を　
得　
た　
こ　
と　
は　
私　
に　
と　

っ　
て　
大　
変　
貴　
重　
な　
体　
験　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

更
に
、
発
表
後
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
反

響
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
大
き
な
収
穫
と
な
り

ま
し
た
。

当
学
会
に
お
い
て
は
、
様
々
な
職
種
の
立

場
か
ら
幅
広
い
テ
ー
マ
で
発
表
が
行
わ
れ
て

お
り
、
発
表
内
容
に
つ
い
て
も
細
か
い
制
限

が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
こ
の
学
会

の
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、

そ
の
お
陰
で
「
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
出
来
た
」
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
同
僚
や
後
輩
に
、
「
発
表
す
る
こ

と
の
勇
気
や
感
動
」
を
是
非
体
験
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
発
表
の
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と

に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

第
五
回
東
京
都
病
院
学
会
に
参
加
し
て
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「
日
仏
医
療
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」

の
一
員
と
し
て
、
パ
リ
で
の
一
週
間
滞
在
視

察
に
参
加
し
た
。
こ
の
訪
問
視
察
団
の
団
長

は
伊
藤
公
一
院
長
（
甲
状
腺
専
門
伊
藤
病

院
）
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
高
橋
泰
教
授

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
）
で
今
回
が
三
回
目

で
あ
る
。
前
二
回
も
パ
リ
で
視
察
を
行
っ
て

い
る
が
、
筆
者
は
、
今
回
初
参
加
で
あ
る
。

参
加
者
総
勢
十
六
人
、
構
成
は
、
病
院
院
長

八
人
そ
の
他
八
人
（
医
療
福
祉
施
設
経
営
管

理
部
門
、
大
学
研
究
者
な
ど
）、
と
な
っ
て

い
た
。
視
察
し
た
医
療
関
連
施
設
は
以
下
の

如
く
で
あ
っ
た
。

●
九
月
六
日

午
前

フ
ラ
ン
ス
医
療
全
般
に
関
し
て
の
講

義
（
奥
田
七
峰
子
氏

日
本
医
師
会
総
合
政

策
研
究
機
構
フ
ラ
ン
ス
駐
在
研
究
員
兼
医
療

通
訳
）

午　
後　

Ｓ　
Ｏ　
Ｓ　
メ　
デ　
ィ　
シ　
ン　
（　
電　
話　
呼　
出　
に　
よ　

る　
民　
間　
緊　
急　
医　
療　
サ　
ー　
ビ　
ス　
、　宅　
配　
ド　
ク　
タ　
ー　
）　

●
九
月
七
日

午
前

（
フ
ラ
ン
ス
救

急
医
療
指
令
セ
ン
タ
ー
）

午
後

ア
メ
リ
カ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
外
国
人

お
よ
び
富
裕
層
向
け
民
間
非
営
利
病
院
）

●
九
月
八
日

午
前

公
立
病
院
ホ
テ
ル
・
デ
ュ
（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
最
古
の
病
院
）

●
九
月
九
日

午
前

大
学
病
院
コ
シ
ャ
ン
病
院
（
臨
床
研

修
病
院
）

午
後

ジ
ョ
ン
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
病
院
（
二
〇

〇
二
年
三
病
院
統
廃
合
に
よ
り
生
ま
れ
た
近

代
的
大
病
院
）

●
九
月
十
日

午
後

モ
ン
ス
リ
ー
病
院
（
パ
リ
で
評
価
上

位
の
民
間
医
療
機
関
）

初
日
の
フ
ラ
ン
ス
医
療
全
般
に
つ
い
て
の

概
要
説
明
で
も
フ
ラ
ン
ス
は
日
本
同
様
、
大

都
市
へ
の
医
師
集
中
と
地
方
で
の
医
師
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
解
決
に
苦
悩
し
て

い
る
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、

科
目
別
の
医
師
数
に
関
し
て
は
、
国
が
決
定

権
を
握
っ
て
お
り
、
我
が
国
の
よ
う
な
人
数

の
偏
在
は
生
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
と
表
裏
一

体
に
あ
る
の
が
、
専
門
医
資
格
取
得
の
厳
し

平
成
二
十
二
年
九
月
五
〜
十
二
日
　
パ
リ
市
開
催

第
三
回
日
仏
医
療
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

町
田
慶
泉
病
院
　
理
事
長
　
中
西
　
泉

さ
で
あ
る
。
一
般
医
（
Ｇ
Ｐ
）
と
専
門
医
の

区
分
は
、
医
学
部
卒
業
数
年
の
う
ち
に
決
定

さ
れ
る
。
成
績
に
よ
っ
て
区
分
け
さ
れ
て
き

た
専
門
医
と
Ｇ
Ｐ
で
あ
っ
た
が
、
近
年
Ｇ
Ｐ

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
Ｇ
Ｐ
の
医
学
部

教
授
も
数
人
誕
生
す
る
変
化
が
起
こ
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
我
が
国
の
よ
う
に
昨
日
ま
で

病
院
勤
務
の
専
門
医
が
今
日
か
ら
一
般
医
と

し
て
開
業
す
る
よ
う
な
形
態
は
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
見
ら
れ
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
住
民

登
録
か
か
り
つ
け
医
制
度
が
二
〇
〇
五
年
に

発
足
し
て
い
る
。
病
院
、
か
か
り
つ
け
医
、

の　
ほ　
か　
に　
Ｈ　
Ａ　
Ｄ　
（　
在　
宅　
医　
療　
制　
度　
）　
が　
あ　
り　
、　

こ　
の　
三　
者　
が　
急　
性　
期　
医　
療　
を　
担　
っ　
て　
い　
る　
。　

救
急
緊
急
医
療
に
関
し
て
は
、
公
的
制
度

と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
が
あ
り
、
民
間
の
担
い
手

と
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
デ
ィ
シ
ン
が
存
在
す
る
。

九
月
六
日
午
後
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
デ
ィ
シ
ン

見
学
を
始
め
と
し
、
施
設
見
学
に
移
行
し
た
。

何
れ
の
施
設
で
も
発
見
が
あ
り
、
示
唆
と
刺

激
に
富
ん
で
い
た
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
デ
ィ
シ
ン
は
、
一
九
六
六
年
発

足
の
民
間
緊
急
医
療
シ
ス
テ
ム
（
医
療
宅
配

便
）
で
あ
る
。
パ
リ
お
よ
び
周
辺
地
域
で
六

百
万
人
の
人
口
、
百
八
十
人
の
医
師
を
抱
え

る
。
一
年
間
の
電
話
件
数
百
万
コ
ー
ル
。
実

際
に
訪
れ
る
の
が
四
十
万
件
。
六
十
万
件
の

差
は
、
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
ト
リ
ア
ー
ジ
し
、

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
に
送
る
、
話
を
聴
い
て
終
わ
る
な

ど
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
で

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
医
師
の
電
話
対
応
は
、
老

練
な
感
じ
で
、
よ
く
訓
練
さ
れ
て
い
る
の
が

分
か
っ
た
。
ま
た
外
国
人
の
多
い
パ
リ
で
の

外
国
人
医
療
問
題
は
、
想
像
し
て
い
た
の
と

異
な
り
、
意
外
と
問
題
な
く
処
理
さ
れ
て
い

る
印
象
を
受
け
た
。
国
際
都
市
と
し
て
は
、

東
京
よ
り
は
る
か
先
を
歩
ん
で
い
る
長
い
歴

史
を
も
っ
た
、
パ
リ
の
一
面
が
感
じ
ら
れ
た
。

九
月
七
日
は
、
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
見
学
で
始
ま
っ

た
。
パ
リ
市
は
、
山
手
線
の
内
側
の
二
倍
弱

の
広
さ
（
一
〇
五
・
四
〇

）
で
、
東
京

都
保
健
医
療
圏
の
区
西
北
部
あ
る
い
は
区
東

部
に
相
当
す
る
面
積
で
あ
る
。
人
口
は
、
二

百
二
十
万
人
弱
で
あ
る
。（
都
市
圏
と
し
て

の
パ
リ
は
一
万
四
千
五
百
十
八

人
口
千

二
百
万
人
弱
）。

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
は
、
日
本
の
救
急
ド
ク
タ
ー
カ

ー
に
相
当
し
、
非
常
に
効
率
の
良
い
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
東
京
都
の
救
急
医
療
体
制
と

い
う
観
点
か
ら
も
見
習
う
点
が
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
対
象
面
積
の
違
い
が
大
き
い

こ
と
、
病
院
と
の
連
携
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
同

乗
医
師
の
能
力
、
の
三
点
か
ら
我
が
国
へ
の

導
入
に
は
超
え
る
べ
き
課
題
が
大
き
い
。

午
後
は
ア
メ
リ
カ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
あ
っ

た
。
最
近
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
メ
デ

ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
こ
の
先
鞭
を
つ
け

た
病
院
で
あ
る
だ
け
あ
っ
て
患
者
サ
ー
ビ
ス

代表　セルジュ・スマジャ医師

（シッコに出演したSOSメディスンの医師）

SAMUレギュレーション・センター



の　
真　
剣　
な　
眼　
差　
し　
が　
印　
象　
的　
で　
あ　
っ　
た　
。　

九
月
九
日
午
前
コ
シ
ャ
ン
病
院
。
大
学
病

院
の
一
つ
で
あ
り
、
Ｇ
Ｐ
が
教
授
陣
の
一
角

を
占
め
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
病
院
で
あ
る
。
Ｇ

Ｐ
と
し
て
開
業
も
し
な
が
ら
大
学
病
院
で
の

研
修
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
思
い
切
っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
て
ゆ
く
フ

ラ
ン
ス
医
療
の
姿
を
こ
こ
で
も
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
世
界
規
模
で
Ｇ
Ｐ
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
ひ
し
ひ
し
と
感
ぜ
ら

れ
た
。

午
後
ジ
ョ
ン
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
病
院
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
近
代
的
病
院
で
あ
り
、

そ
の
一
方
Ａ
Ｄ
Ｒ
で
有
名
と
な
っ
た
病
院
で

も
あ
る
。
Ａ
Ｄ
Ｒ
室
長
の
話
は
、
い
ず
れ
の

国
で
も
増
大
す
る
患
者
の
権
利
意
識
に
医
療

側
の
相
克
の
厳
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
、
大
変
有
益
で
あ
っ
た
。

短
期
間
、
そ
れ
も
パ
リ
だ
け
の
医
療
視
察

で
あ
っ
た
が
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
新
し

い
こ
と
に
対
す
る
挑
戦
者
精
神
と
医
療
へ
の

知
恵
を
よ
く
出
し
て
い
る
取
り
組
み
、
で
あ

る
。
締
め
る
と
こ
ろ
は
締
め
る
が
、
一
方
で

緩
い
と
こ
ろ
で
知
恵
を
出
さ
せ
る
、
そ
の
よ

う
な
気
風
が
感
じ
取
ら

れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
医
療
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
高
橋

泰
教
授
の
社
会
保
険
旬

報
論
文
（
二
〇
〇
八
年

十
月
〜
十
二
月
）
が
大

変
優
れ
た
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
一
読
を
勧
め

た
い
。
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九
月
一
日
の
「
防
災
の
日
」
を
前
に
、
東

京
都
と
文
京
区
は
八
月
二
十
九
日
（
日
）
、

首
都
直
下
型
地
震
を
想
定
し
た
合
同
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
午
前
七
時
頃
、
東
京
湾
北
部
を
震
源
と

す
る
強
い
地
震
が
発
生
。
区
部
の
広
い
範
囲

で
震
度
六
弱
以
上
を
記
録
し
た
。」

午
前
九
時
、
都
庁
内
に
設
け
ら
れ
た
災
害

対
策
本
部
で
地
震
の
概
要
が
報
告
さ
れ
る

と
、
石
原
都
知
事
は
「
都
の
各
局
は
、
迅
速

に
対
応
し
て
、
被
害
者
の
救
出
・
救
護
、
安

全
の
確
保
に
全
力
で
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
指
示
し
ま
し
た
。

医
療
救
護
活
動
の
訓
練
は
、
文
京
区
の
都

立
小
石
川
高
校
・
中
等
教
育
学
校
の
校
庭

で
、
そ
こ
に
は
都
の
救
急
災
害
医
療
担
当
者
、

地
元
医
師
会
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、

医
療
関
係
団
体
が
総
勢
千
人
近
く
が
集
合
、

当
協
会
か
ら
十
四
病
院
・
六
十
九
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
参
加
病
院
は
（
順
不
同
）
永

寿
総
合
病
院
、
京
葉
病
院
、
板
橋
中
央
総
合

病
院
、
永
生
病
院
、
い
ず
み
記
念
病
院
、
第

三
北
品
川
病
院
、
調
布
病
院
、
江
東
病
院
、

清
智
会
記
念
病
院
、
南
町
田
病
院
、
平
成
立

石
病
院
、
町
田
慶
泉
病
院
、
白
鬚
橋
病
院
、

松
江
病
院
で
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

ご
存
知
の
通
り
、
記
録
的
な
猛
暑
が
連
日

続
い
て
い
る
中
、
訓
練
当
日
も
早
朝
か
ら
三

十
度
を
超
え
る
猛
暑
と
な
っ
て
、
厳
し
い
日

射
し
と
と
も
に
、
校
庭
か
ら
舞
い
上
が
る
土

煙
の
中
で
、
様
々
な
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し

平
成
二
十
二
年
度
　
東
京
都
・
文
京
区
合
同
総
合
防
災
訓
練
開
催

医
療
救
護
活
動
に
当
協
会
よ
り

十
四
病
院
・
六
十
九
名
が
参
加

事務管理部会研修会のご案内

主題「病院職員のための接遇」

日　時：平成22年11月26日（金）
午後2時～4時30分

会　場：東医健保会館
（JR信濃町駅　徒歩5分）

講　師：赤尾英子氏

（オフィス・マイルス代表・講師）

会　費：会員3,000円　非会員6,000円

定　員：先着100名

（定員になり次第、締切らせていただきます）

【連絡・申込み先】東京都病院協会事務局

TEL：03－5217－0896

た
。
参
加
者
の
中
に
は
熱
中
症
と
な
っ
て
倒

れ
た
人
も
出
て
、
本
物
の
救
急
活
動
と
な
っ

た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

訓
練
は
、
例
年
通
り
「
傷
病
者
の
一
次
、

二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
」「
軽
傷
者
の
医
療
処
置
」

「
重
症
者
、
中
等
症
者
の
医
療
処
置
」「
傷
病

者
の
担
架
搬
送
」
「
重
症
者
の
後
方
医
療
施

設
搬
送
」
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
と
較
べ
て
、
特
段
目
新
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
し
い
試
み
と
し

て
は
「
多
数
の
予
備
自
衛
官
の
参
加
が
あ
っ

た
り
」
「
傷
病
者
役
に
は
例
年
の
看
護
学
校

生
徒
に
加
え
て
小
石
川
高
等
学
校
の
生
徒

（
五
十
名
）
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
り
」

「
医
療
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
研
修
会
に
歯
科
医

師
、
柔
道
整
復
師
の
参
加
も
加
え
た
り
」

「
急
病
人
が
発
生
し
た
時
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習

会
を
実
施
し
た
り
」
等
々
、
例
年
の
反
省
点

な
ど
も
見
直
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
訓

練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
目
立
っ
た
こ

と
は
、
地
元
医
師
会
、
地
元
歯
科
医
師
会
等

の
活
躍
で
し
た
。
こ
れ
は
「
日
本
医
師
会
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
（）」

の
創
設
に
向
け
た
広
報
活
動
に
誘

因
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
像
し
ま
す
。

災
害
は
、
ま
ず
自
助
。
次
に
共
助
が
あ
っ

て
、
初
め
て
国
や
都
の
公
助
が
生
き
て
来
ま

す
。
医
療
機
関
に
も
で
き
る
限
り
の
力
を
尽

し
て
災
害
に
備
え
る
必
要
性
を
感
じ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

は
大
変
優
れ
て
い
る
。
人
種
、
文
化
、
が
出

会
い
、
坩
堝
と
な
る
と
こ
ろ
で
医
療
文
化
も

発
展
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
、
と
感
ぜ
ら
れ
た
。

九　
月　
八　
日　
午　
前　
公　
立　
病　
院　
ホ　
テ　
ル　
・　
デ　
ュ　
。　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
中　
世　
病　
院　
医　
療　
が　
始　
ま　
っ　
た　
場　

所　
で　
あ　
り　
、　
歴　
史　
の　
重　
さ　
が　
随　
所　
に　
感　
じ　
ら　

れ　
た　
が　
、　
今　
や　
そ　
の　
重　
さ　
に　
将　
来　
を　
悩　
ん　
で　

い　
る　
病　
院　
も　
あ　
る　
。　
今　
後　
統　
廃　
合　
に　
よ　
り　
、　

パ　
リ　
の　
公　
立　
病　
院　
は　
、　
幾　
多　
の　
試　
練　
を　
乗　
り　

越　
え　
ね　
ば　
な　
ら　
な　
い　
、　
と　
語　
る　
経　
営　
責　
任　
者　参加者全員　コンシャン病院臨床教授とともに


